
２

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
特
定
大
臣
許
可
漁
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
漁
業
を
い
う
。

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
特
定
大
臣
許
可
漁
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
漁
業
を
い
う
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業

（
新
設
）

四
〜
六

（
略
）

三
〜
五

（
略
）

３

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
届
出
漁
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
漁
業
を
い
う
。

３

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
届
出
漁
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
漁
業
を
い
う
。

（
削
る
）

一

か
じ
き
等
流
し
網
漁
業

一
〜
三

（
略
）

二
〜
四

（
略
）

４

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
規
制
海
域
」
と
は
、
別
表
第
一
の
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
大
臣
許
可
漁
業
の
種
類

ご
と
に
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
海
域
を
い
う
。

４

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
規
制
海
域
」
と
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
大
臣
許
可
漁
業
の
種
類
ご
と

に
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
海
域
を
い
う
。

５
〜
７

（
略
）

５
〜
７

（
略
）

（
許
可
）

（
許
可
）

第
三
条

法
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
水
産
資
源
保
護
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
表
第
一
の
一
の

上
欄
に
掲
げ
る
特
定
の
種
類
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
を
目
的
と
し
て
営
む
漁
業
又
は
特
定
の
漁
業
の
方
法
に
よ

り
営
む
漁
業
を
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
規
制
海
域
に
お
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
営
も
う
と
す
る
者

は
、
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
六
十
五
条
第
一
項
又

は
水
産
資
源
保
護
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
規
則
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
許
可

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
知
事
許
可
」
と
い
う
。）を
受
け
て
別
表
第
一
の
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
特

定
の
種
類
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
を
目
的
と
し
て
営
む
漁
業
又
は
特
定
の
漁
業
の
方
法
に
よ
り
営
む
漁
業
を
同

表
の
中
欄
に
掲
げ
る
海
域
に
お
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
営
む
場
合
に
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
許

可
を
受
け
た
漁
業
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
三
条

法
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
水
産
資
源
保
護
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
表
第
一
の
上
欄

に
掲
げ
る
特
定
の
種
類
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
を
目
的
と
し
て
営
む
漁
業
又
は
特
定
の
漁
業
の
方
法
に
よ
り
営

む
漁
業
を
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
規
制
海
域
に
お
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
営
も
う
と
す
る
者
は
、

農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

２

前
項
本
文
の
許
可
は
、
毎
年
、
船
舶
ご
と
に
、
別
表
第
一
の
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
開
始
前
に
操
業
区

域
及
び
操
業
期
間
を
定
め
て
行
う
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

２

前
項
の
許
可
は
、
毎
年
、
船
舶
ご
と
に
、
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
開
始
前
に
操
業
区
域
及
び
操

業
期
間
を
定
め
て
行
う
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

前
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
中
に
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
を
当
該
許
可

に
係
る
規
制
海
域
に
お
い
て
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
使
用
す
る
こ
と
を
廃
止
し
、
当
該
許
可
に
係
る
期

間
の
残
存
期
間
に
つ
き
、
他
の
船
舶
に
つ
い
て
同
項
本
文
の
許
可
を
申
請
し
た
場
合

一

前
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
中
に
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
を
当
該
許
可
に
係

る
規
制
海
域
に
お
い
て
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
使
用
す
る
こ
と
を
廃
止
し
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
の

残
存
期
間
に
つ
き
、
他
の
船
舶
に
つ
い
て
同
項
の
許
可
を
申
請
し
た
場
合

二

前
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
中
に
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
が
滅
失
し
、

又
は
沈
没
し
た
た
め
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
の
残
存
期
間
に
つ
き
、
他
の
船
舶
に
つ
い
て
同
項
本
文
の
許

可
を
申
請
し
た
場
合

二

前
項
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
中
に
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
が
滅
失
し
、
又
は

沈
没
し
た
た
め
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
の
残
存
期
間
に
つ
き
、
他
の
船
舶
に
つ
い
て
同
項
の
許
可
を
申
請

し
た
場
合

三

前
項
本
文
の
許
可
を
受
け
た
者
か
ら
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
中
に
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
を
譲
り
受

け
、
借
り
受
け
、
そ
の
返
還
を
受
け
、
そ
の
他
相
続
又
は
法
人
の
合
併
若
し
く
は
分
割
以
外
の
事
由
に
よ
り

当
該
船
舶
を
使
用
す
る
権
利
を
取
得
し
て
当
該
許
可
に
係
る
規
制
海
域
に
お
い
て
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業

を
営
も
う
と
す
る
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
の
残
存
期
間
に
つ
き
、
当
該
船
舶
に
つ
い
て
同
項
本
文
の

許
可
を
申
請
し
た
場
合

三

前
項
の
許
可
を
受
け
た
者
か
ら
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
中
に
、
当
該
許
可
に
係
る
船
舶
を
譲
り
受
け
、

借
り
受
け
、
そ
の
返
還
を
受
け
、
そ
の
他
相
続
又
は
法
人
の
合
併
若
し
く
は
分
割
以
外
の
事
由
に
よ
り
当
該

船
舶
を
使
用
す
る
権
利
を
取
得
し
て
当
該
許
可
に
係
る
規
制
海
域
に
お
い
て
当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
を
営

も
う
と
す
る
者
が
、
当
該
許
可
に
係
る
期
間
の
残
存
期
間
に
つ
き
、
当
該
船
舶
に
つ
い
て
同
項
の
許
可
を
申

請
し
た
場
合

（
許
可
の
基
準
）

（
許
可
の
基
準
）

第
四
条

農
林
水
産
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
前
条
第
一
項
本
文
の
許
可

を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

農
林
水
産
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
前
条
第
一
項
の
許
可
を
し

な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

２

農
林
水
産
大
臣
は
、
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
つ
い
て
、水
産
資
源
保
護
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
漁
船
の
隻
数
の
最
高
限
度
（
以
下
「
定
数
」
と
い
う
。）

を
定
め
た
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

２

農
林
水
産
大
臣
は
、
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
つ
い
て
、水
産
資
源
保
護
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

当
該
特
定
大
臣
許
可
漁
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
漁
船
の
隻
数
の
最
高
限
度
（
以
下
「
定
数
」
と
い
う
。）

を
定
め
た
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
一
項
の
許
可
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３
〜
７

（
略
）

３
〜
７

（
略
）
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